
2026年

12月9日● 開演19：00
（開場18：30）
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コピスみよし
（三芳町文化会館）ホール

【主催】コピスみよし（三芳町文化会館）、三芳町　【後援】三芳町教育委員会　
【企画制作】皐風会、トールツリー（株式会社ケイミックスパブリックビジネス）

水

※未就学児入場不可
※車椅子席のご用意がございます。チケットご購入前にご連絡ください。
※ご予約後のキャンセル、チケットの払い戻しはいたしかねます。

コピスみよし（三芳町文化会館） ☎049-259-3211
お問合せ

プレイガイド
全席指定・税込

三芳町に伝わる竹間沢車人形公演 12月6日（日）13：30～
［みよし能 一般 3,800円+竹間沢車人形公演 一般 1,500円］
合計5,300円 ➡ 4,500円

コピスみよし（三芳町文化会館）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・049-259-3211　
コピスみよしオンラインチケットサービス
チケットぴあ（Pコード：545-443）・・・・・・https://t.pia.jp/　
ローソンチケット（Lコード：34595）・・・https://l-tike.com/

伝統芸能セット券
※障がい者手帳割引、団体割引（10名以上）一般価格より10％割引
【一般】 3,800円 【三芳町民】 3,000円 【U25】 2,000円



・最寄り駅-東武東上線「鶴瀬」または「みずほ台」駅 （「池袋」駅から30分）
 その後、バス、またはタクシーで10～15分、徒歩約45分
・バ　　ス：「鶴瀬」、または「みずほ台」駅よりライフバスが運行しています。
 駅より約10分「三芳役場」下車。（バス停：運動公園入口より300ｍ、浄水場入口より700ｍ）
 片道220円、現金のみ、交通系ICカード使用不可。
 開演前、終演後共に、鶴瀬駅西口⇔コピスみよし無料シャトルバス運行予定。
 詳しくはホームページをご覧ください。
・　車　：関越自動車道「所沢IC」より約15分。無料駐車場有。（250台）

お問い合わせ コピスみよし（三芳町文化会館） 049-259-3211
〒354-0041　埼玉県入間郡三芳町藤久保1100-1　休館日：月曜日（祝日の場合は翌平日）受付時間：9：00～21：30

会場へのアクセス

◆狂言「清 水」
シテ（太郎冠者）

アド（主）
後見

しみず

野村　萬斎
内藤　　連
深田　博治

◆狂言「清 水」 しみず

◆能　「土蜘蛛」
前シテ（怪僧）

後シテ（土蜘蛛ノ精）
主ツレ（源頼光）
ツレ（胡蝶）

トモ（頼光ノ従者）
ワキ（独武者）
ワキツレ（従者）
ワキツレ（従者）
アイ（独武者の下人）

笛
小鼓
大鼓
太鼓

地謡

後見

つちぐも

小島　英明
桑田　貴志
新井麻衣子
石井　寛人
宝生　常三
梅村　昌功
則久　英志
飯田　　豪

藤田　貴寛
飯冨　孔明
佃　良太郎
澤田　晃良

駒瀬　直也
永島　　充
奥川　恒成
金子仁智翔

遠藤　和久
遠藤　喜久

野村 萬斎 
のむら まんさい

観世流シテ方。1970年生。三世観世喜之に師事。
祖父・曙光は先々代喜之、伯父・芳雄は先代喜之に
師事した能楽師で、幼少より能に親しむ。東京を中
心に国内外の公演以外にも、能楽普及の為の講座
やワークショップを自ら多数企画・実施。全国各地
の小中学校にて、能楽鑑賞会を実施。著書に「恋す
る能楽(東京堂出版)」。学習院大学法学部卒業。皐
風会主宰。玉川大学非常勤講師。重要無形文化財
総合指定保持者（日本能楽会会員）。（公社）能楽協
会会員。（公社）観世九皐会会員。

主人(アド）から、明日の茶会で使う水を野中の清水に汲みにいくように命じら
れた太郎冠者（シテ）は、たびたびお使いをさせられてはかなわないと思い、
一計を案じ、鬼に襲われたふりをして帰ってくる。主人は太郎冠者の心配もせ
ず、置いてきてしまった秘蔵の手桶を惜しみ、自ら清水に行くと言い出したの
で、太郎冠者は先回りをし、鬼の面をかぶって主人を脅かす。慌てて逃げ出
す主人だが、冠者びいきの鬼の言葉や冠者に似た声など合点がいかない事
が多いので、再び清水に行くことに・・・。

◆能　「土蜘蛛」 つちぐも
病気で臥せる源頼光（主ツレ）のもとへ、侍女の胡蝶（ツレ）が薬を携えて見
舞いに来る。従者（トモ）の取り次ぎで面会し、病ですっかり弱ってしまった頼
光を慰め、退出する。その夜、頼光が一人で休んでいると、怪しげな僧（前シ
テ）が現れ、「具合はどうだ？」と声をかけてくる。頼光が不審に思っていると、
僧は巨大な蜘蛛となって糸を投げかけるが、枕元にあった名刀・膝丸で切り
付けられ、傷を負い退散する。〈中入〉
騒ぎを聞きつけた頼光の家臣・独武者（ワキ）に、頼光は事の次第を語り、名
刀・膝丸を「蜘蛛切」に改めると告げ、妖怪土蜘蛛退治を命じる。独武者一行
が土蜘蛛の血の跡をたどって葛城山の古塚にたどり着き塚を崩すと、中から
土蜘蛛の精（後シテ）が現れ千筋の糸を投げかけて独武者達を苦しめるが、
大勢で取り囲み、ついに土蜘蛛を退治する。

小島 英明 
こじま ひであき

能・狂言 みよし能

2026年12月9日● 開演19：00 （開場18：30）水19：00開演

◆見どころ解説 小島　英明

〈休憩15分〉

21：00頃終演予定

コピスみよし（三芳町文化会館）ホール

和泉流狂言方。1966年生。野村万作(人間国宝)の
長男。祖父・故六世野村万蔵及び父・野村万作に師
事。国内外で狂言の普及に貢献する一方、映画、舞
台、TV等幅広いメディアで活躍。古典の技法を駆
使した作品の演出等、新しい演劇活動にも意欲的
に取り組む。東京芸術大学音楽学部卒業。「狂言ご
ざる乃座」主宰。東京藝術大学・日本大学芸術学部
客員教授。石川県立音楽堂邦楽監督。(公社)全国公
立文化施設協会会長。重要無形文化財総合指定保
持者（日本能楽会会員）。(公社）能楽協会会員。


